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男女共同参画社会づくり基礎講座 in 井川町 

～笑う門には福来る。笑って、気づいて、変わろうよ！～ 

1 月 28 日(金)井川町において、「男女共同参画社会づくり基礎

講座」を開催し、井川高齢大学の受講生(約 90 人)が講座に参加

しました。この日は「これでいいのか？!劇場～笑う門には福来

る。笑って、気づいて、変わろうよ！～」と題し、NPO 法人い

きいき F ネット秋田により「ジェンダー替え歌」や「秋田弁で

言ってみる男女共同参画ミニ講座」、「寸劇これでいいのか?!劇
場」が上演され、変化に富んだ内容で会場を沸かせていました。

特に寸劇は、家庭編、介護編、地域編をなど受講者の世代に合

わせた身近な題材を用い、それぞれの場面ごとに固定的役割分

担意識や構造的な男女の社会格差について考える内容となって

おり､地域や家庭での男女共同参画についてあらためて考える

良い機会となりました。 
寸劇上演の後は、「地域編」について参加者との意見交換をし

ながら、会場全体でシナリオの作り替えをしました。町内会な

どの地域組織では、これまでのように男性が先に立って会をま

とめる方が良いとの意見があるなか、女性でも協力があれば充

分に出来るなどの意見も聞かれ、そういった意見を早速新しい

台本に取り入れ、参加者有志を交えて「これでいい
・ ・

の
・

だ
・

!!劇場」

が再演されました。 
アンケートからも窺えるように、笑いの中にも多くの気づき

を促された講座となったようです。 

 

『参加者アンケートから』 
 井川町では男が主体で女が従うという長 

い間の関係性があったが､少しずつ変わ 

っていく必要があると思いました。 

 寸劇の中で身につまされたことが、いっぱ

いあった。 

 これからは何事も女性進出です。第一歩
を踏んでゆきたいものです。 
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あらゆるライフステージの「生き方応援館」  
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★父親支援講座「パパもつくれるよ」～開催報告～★ 
        明日は Happy Valentine Day！ 

                                   
  2 月 13 日、当センターこどもサロンにおいて、父親支援講座として「パ 
 パもつくれるよ～感謝の気持ちをスィーツにこめて」を開催しました。当日の参加者 
 はパパ 8 名と子ども 12 名の計 20 名、さらに見学や写真撮影などのママ 
 たちで賑わいました。 

講師の寺田信博さんは、結婚以来１５年間、農業のかたわら主夫をして 
きた方です。「料理をする場所を必ずしも台所と決めなくていい」と独自の 
家事スタイルを実践しています。こどもサロンの中で、調理作業をするの 
は初めてのことで、若干の不安はありましたが、「テーブルが１つあれば、 
色んなものがつくれます」との講師の提案もあり、どこでも手軽に調理で 
きるホットプレートと電子レンジを使い、実施しました。 

  参加したお父さんたちは、「むずかしいねぇ｣と言いながらも、子どもた 
ちと息のあったタイミングで、ホットケーキを焼いたり型抜きしたりして、 
美味しそうなスィーツを完成させました。ひとつはチョコレートと併せ、 
ラッピングをしてお母さんへのプレゼントにし、もうひとつはパフェにし 
てみんなで一緒に食べました。 

 講座のなかで寺田さんが、「今の子どもたちはお母さんもそばにいてもお
父さんから離れないで一緒にいますね。お父さんたちと子どもたちが非常に
いい関係だと思います。」と話したことが印象的でした。 

センターでは､今後もより多くの男性が積極的に家事や育児をしていくた
めの講座開催や関連した情報を提供していきたいと考えています。 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

☆登録団体さんの活動紹介コーナー☆ ようこそ!!ﾊｰﾓﾆｰプラザへ♪ 
今号で紹介するのは「大学女性協会 秋田支部」さんです。 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

Ｑ・活動を始められたきっかけはなんですか？ 

Ａ大学婦人協会（ＪＡＵＷ）は 1946 年に設立され、1919 年創立の国際大学婦人連盟（ＩＦＵＷ）に 1954 年に
加盟しました。戦後の女性の地位がまだ低かった時代に①女子高等教育の推進②女性の地位の向上③国際理解と
親善を主な目的として作られました。秋田支部は 1947 年に発足し、秋田で最も古い婦人団体の一つといわれて
います。2009 年に大学女性協会と名称を変更し今日に至っています。 

Ｑ・現在の会員数と、活動の内容は？  

Ａ秋田支部は現在会員数が 20名です。上記の三つの目的を柱に活動し、会員相互の研修会、年に一度の公開講
演会、国内や海外の女性への奨学金授与（昨年はバングラディシュの 17歳の女性 2名）等の他、懇親会や新年
会を通して会員の親睦を図っています。2006 年には全国大会総会を秋田で行いました。日本全国には支部があ
り、会員数は約 1200 人、又世界では 65カ国に 13万人の会員がいて本部はスイスのジュネーブにあります。 

Ｑ・ハーモニープラザに望むことを教えて下さい。またもっと多くの人に活用してもらうためには何が必要だとおもいますか。 
Ａこういう場所があることに感謝しながら活動していますが、次のことを要望いたします。一つは無料あるいは安い駐車場
が近くに確保できればいいということ、もう一つはコインを入れて使用できるコピー機やＦＡＸができる設備がほしいと
いうことです。 

        大学女性協会 秋田支部さん、ありがとうございました♪ 

 アンケートから「印象に残ったこと」    
★ 寺田さんのお話で、＜失敗しても大丈夫＞という言葉           
★ 女性よりすばらしい！        
★（男性なのに）主夫をしていること 
★ 今後、料理をする機会がふえると思う 

2/13(日) 

＜メニュー＞ 
★チョコフォンデュー 
★ホットケーキ 
★パフェ 

２ 



ハーモニープラザまつり 
「地域を拓く参画の力」 

11/12･13（金･土） 

基調講演講師：萩原なつ子さん(立教大学教授)  

「共同参画で地域をデザインする」   

交流ひろば、パネル展示、フリーマーケット、

ワークショップ、カフェハーモニー他 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

男女共同参画推進月間事業 

「表現する秋田の女性たちⅡ」 
6/15～30 ～今、この瞬間を共に輝く～ 
  

作品展示､写真展＆トーク､パフォーマンス､書道

教室､｢育メン・家事メンフォトコンテスト｣他 

 

 

平成 22 年度 

開催事業報告 

助産師さんとのおしゃべりサロン(月 1 回) 
ちびママサロン（月 2 回） 
折り紙教室（月 2 回） 
パソコン講座（月 2 回） 
ママヨガ（月 1 回） 
おはなし会（月 1 回） 

 講師：川畑智子さん(秋田大学准教授) 

 5/22（土）ジェンダーとは何か 

 6/19（土）社会規範とジェンダー 

 7/24（土）労働とジェンダー 

 8/21（土）福祉国家とジェンダー 

 9/18（土）女性に対する暴力 

 10/16（土）ふりかえり 

 9/28(火) 「自分らしく生きるために」 

講師：佐藤了子さん（聖霊女子短期大学准教授） 
  

10/15(金) 「在宅ワーク支援について」  

講師：杉山比和子さん(秋田労働局雇用均等室) 

   「ココが知りたい!在宅ワーク」 

講師：小松美穂さん（「Emotion」代表） 

  

10/26(火)「適職チェックとサロン紹介」 

講師：斉藤恵さん（マザーズサロン秋田） 

「すぐに使いたくなる楽々コミュニケーション」

講師：小山田聖子さん 
（FF推進員･コアセンター職員） 

         

女性チャレンジ支援講座 

由利本荘市  10/17（日）       
講師：藤原由美子さん 
     (由利本荘市副市長) 

「仕事も、家庭も、子育ても！」 

 ～みんなで考える 

    ワークライフバランス～ 

井 川 町  1/28（金） 

「これでいいのか?!」劇場 
～笑う門には福きたる。笑って､ 

   気づいて､かわろうよ!～ 

男女共同参画社会づくり基礎講座 

3 月 3 日（木） 13:30～15:30 

６階のオープンスペースを利用して、うたごえサ

ロン実行委員会による、｢ハーモニーうたごえサロ

ン｣が開催されました。 

春に関連した、なつかしい歌の選曲は、ハーモ

ニープラザサポーターの会副会長の黒崎秀一さん

のご協力によるものでした。 

ラストは、秋田県民歌でしめくくり、お腹から声を

出す充足感で幸せなひと時となりました。 

父親支援講座「パパもつくれるよ！」 

 ２/13(日)  講師：寺田信博さん 

           (主夫歴 15 年)  

ジェンダー講座 
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●平成２２年度 第２回利用者懇談会 
 2 月 21 日(月)、中央センター研修室において、今

年度２回目の利用者懇談会を開催し、20団体 34名が

出席しました。当センターからの今年度の事業報告、

センター利用状況、昨年度実施したアンケート結果

の説明の後、出席者による、意見交換を行いました。 

 出席者からは「ハーモニープラザまつりなどの、 

センター事業への団体の参加が少ない」、「利用者や

地域へ対し、男女共同参画の意識をもっと広める取

り組みをしてはどうか」など、活発に意見が交わさ

れていました。 

 また駐車場に関して、アトリオンビルに秋田県の

参画センターが出来た当初からの課題であるとし

て、センター利用者や登録団体の駐車場利用状況を

調査しそれに基づいて検討し、行動すべきとの意見

が出され、２３年度の重点事項の一つとして取り組

むこととしました。 

 そのほかに、センターからは、来年度のセンター

事業においては予算状況が更に厳しくなるため、今

後は託児費用を検討していかなければならないこ

と、また秋田県男女共同参画課より、新しく始まる

第 3 次男女共同参画推進計画に基づき、来年度は防

災と介護に主眼をおいて、地域の活性化と高齢者の

力を活かしていく等の説明がありました。 

秋田県中央男女共同参画センター ハーモニー相談室 
【直通電話】０１８－８３６－７８４６ 

●4 月から相談の時間枠を下記のように拡大します。 
相談日時： 月～日曜日   ／ＡＭ１０：００～ＰＭ５：００ 

※日曜の相談日（月二回）についてはお問合せ下さい。 

但し 火･木曜日／ＡＭ１０：００～ＰＭ８：００ 

〈休み／祝日、12 月 29 日～1 月 3 日、アトリオン休館日（2 月第 4日曜日、9 月第 1日曜日）〉 

 

ＤＶの被害を受けた方のお話を聴くと、夫から暴力を受けながらも、「夫をイライラさせた自分

が悪い」「私がいつも笑顔でいないから、夫の機嫌が悪くなる」と思い込んでいることがあります。

おまけに「お母さんがぐずぐずしているから」と子どもに言われてしまうと、さらにその思いを

強くしてしまいます。 

しかし、本当に殴られる方の責任でしょうか？ 

相手が自分の思い通りにならなかったり、ぐずぐずしていたら、殴ってもいいのでしょうか？ 

「夫婦の問題だから外には・・・」と思わずに一度相談してみましょう。あなたのこれからを

相談員と一緒に考えてみませんか？ 秘密は厳守します。 

 

相談室より 

「なくなる日」シリーズより（主婦の友新書） 

「結婚」に焦点を当て、本当の幸せを手に入
れるために、人間として幸せに生きていくた
めに必要なことは何かを考えます。 
 
★「女のしあわせ❤」がなくなる日 
    ももせ いづみ 著 

★「婚活」がなくなる日 
    苫米地 英人 著 
 

★フェミニストカウンセリング 
の実践 （世界思想社） 

井上 摩耶子 著 

パープルダイヤル 
  知っていますか？ 
2 月 8 日～3 月 27 日の期間 

内閣府男女共同参画局で

は、DV や性暴力被害をうけ

た方への相談電話を 24 時

間受け付けています。相談

者の方のご希望によって

は、地域の支援先をご紹介 

します。℡ 0120･941･826 

【編集後記】 

3 月 11 日、東北地方太平洋沖地震は予期せぬ
規模、未曾有の大地震でした。被災された方々
に心よりお見舞い申し上げます。 
 ハーモニープラザも 4 月から指定管理 3 年目
に入ります。2 年間、秋田で男女共同参画の広
がりを目指しながら、いろいろと企画･実施して
きました。 

3 年目もさらに、男女共同参画を推進するセ
ンターとして､役割を果たしていきたいと思っ
ております。（m ・s）                                             


